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ペリー提督とハリス公使の働きで締結された 1854 年の日米和親条約と 1858 年の日米修好通商条
















なお本書の第一部は 1860 年 9 月から 61 年 2 月までの滞在日記で、江戸と横浜から 10 乃至 12 マ
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誌『地理』第 13 巻第 3 号 p48―52 1988）があげられる。本論文（２）で紹介する彼の略歴と業績は
そこから抜粋の上紹介したものである。 




きは第 1 回滞在中に江戸で暗殺されたヒュースケン（後出）に言及している点である。 







グスタフ・シュピース「シュピースのプロシア日本遠征記」（小沢敏夫訳注 奥川書房 1934） 
「第 1 回独逸遣日使節日本滞在記」（日独文化協会訳 1940）－団長兼特命全権大使オイレンブル
ク伯の書簡 
フォン・ブラント「黎明日本」（日独文化協会訳 刀江書院 1942） 
望月勝海・佐藤晴生訳「リヒトホーフェン支那（１）－支那と中央アジア」（岩波書店 1942） 
「オイレンブルク日本遠征記 上下」（中井晶夫訳－使節団公式記録（雄松堂出版 1961） 




彼は 1833 年、シュレジェン（第 2 次世界大戦後ポーランド領に編入されシロンスクと改称）のカー
ルスルーエで生まれた。1850 年ブレスラヴ（現ヴロツワフ）で大学入学，1852 年ベルリン大学へ転
学、物理・地質・鉱物・地理を学び 1856 年卒業した。その後の研究調査活動が認められ、1860 年
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プロイセンの通商使節団に加えられ、日本滞在記の前半を書く機会を得た（1860 年 9 月～1861 年 2
月）。当時まだ弱冠 27～28 歳の青年であった。来日途中に東南アジアに立ち寄っている。ちなみに
プロイセン使節団は来日使命目的を果たし、1861 年 1 月 24 日日本との通商条約を調印した（詳細




る。また日本滞在記の第二部（後半）は（1870 年 9 月～1871 年 3 月）、中国の動乱（直接には義和
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第一部は 1860 年 9 月から翌 1861 年 2 月までをリヒトホーフェンが日記にまとめたものである。
欧米の有力国に遅れること 2 年、ドイツ統一に先立つこと 10 年前、ドイツ連邦構成国中最有力のプ
ロイセン（プロシア）が、日本との通商条約締結を求め、特命全権公使オイレンブルク伯爵を団長





彼の日記は 9 月 1 日、伊豆半島沖で台風に翻弄される船上描写で始まり、次いで台風一過ととも
に、海上から富士山を望んだ印象を、「私はこの気高い円錐状の山以上の雄大な山を見たことがな
かった。」（p11）と書いている。10 年後の再日に際しては富士登頂に成功し念願を果たした。その
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1） オランダ船と明船との交易を長崎に限ったのが 1641 年、ポルトガル船来航禁止が 1639 年、日本人の海外渡航と
海外からの帰国を禁止したのが 1635 年である。 
2） 国別に日本語版がある主な文献をあげると 
 アメリカ人 
  ペルリ提督「日本遠征記 全 4 巻」（岩波文庫 1948） 
  ハリス「日本滞在記 全 3 巻」（岩波文庫 1954） 
  マクドナルド「日本回想記－インディアンの見た幕末の日本」（刀水書房 1979） 
  S・W・ウィリアムズ「ペリー日本遠征随行記」（雄松堂出版 1985） 
  オズボーン「日本への航海」（雄松堂出版 2002） 
  スポルディング「日本遠征記」（雄松堂出版 2007） 
 イギリス人 
  アーネスト・サトウ「一外交官の見た明治維新 全 2 巻」（岩波文庫 1960）   
  アーネスト・サトウ「遠い崖 全 14 巻」（朝日新聞社 2007-2008） 
  オールコック「大君の都－幕末日本滞在記 全 3 巻」（岩波文庫 1962） 
  オリファント「エルギン卿遣日使節録」（雄松堂出版 1968） 
  F・V・ディキンズ「パークス伝－日本駐在の日々」（平凡社 1984） 
  R．フォーチュン「幕末日本探訪記 江戸と北京」（講談社学術文庫 1997） 
  A・B・ミッドフォード「英国外交官の見た幕末維新―リーズディル卿回想録」（講談社学術文庫 1998） 
  イザベラ・バード「日本奥地紀行」（高梨謙吉訳註 平凡社 2000） 
  同上「完訳日本奥地紀行」全 4 巻（金坂清則訳注 平凡社 2012） 
  同上「新訳日本奥地紀行」（金坂清則訳注 平凡社 2013） 
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  上記のイザベラ・バードの訳注書 3 冊中最も詳しいのは完訳日本奥地紀行である。 
   鈴木健夫／ポール・スノードン／ギュンター・ツォーベル「ヨーロッパ人の見た幕末使節団」（講談社学術文庫
2008）：1862 年（文久 2 年）欧州に派遣された幕府使節団への現地人（英国・独逸・露西亜）の印象 
 フランス人 
  エドゥアルド・スエンソン「江戸幕末滞在記―若き海軍士官が見た日本」（講談社学術文庫 2003） 
 オランダ人 
  カッテンディーケ「長崎海軍伝習所の日々」（平凡社 1964） 
  シーボルト「江戸参府紀行」（平凡社 1967） 
  「ボンベ日本滞在見聞記―日本における 5 年間」（雄松堂出版 1968） 
  シーボルト 岩生成一監修「日本」（厳松堂 1977~1979） 
  日独文化協会編「シーボルト研究」（名著刊行会復刻版 1979  初版岩波書店 1938） 
  A・シーボルト「シーボルト最後の日本旅行」（平凡社 1981） 
  A．ボードウァン「オランダ領事の幕末維新」（新人物往来社 1987） 
  「ヒュースケン日本日記」（岩波文庫 1989） 
  ドンケル＝クルチウス「幕末出島未公開文書―ドンケル＝クルチウス覚書」（新人物往来社 1992） 
  「シーボルトの見たニッポン」（シーボルト記念館） 
 ロシア人 
  ゴンチャロフ「日本渡航記」（岩波文庫 1941） 
  ゴロヴニン「日本幽囚記 全 3 冊」（岩波文庫 1943・1946） 
  メーチニコフ「亡命ロシア人の見た明治維新」（講談社学術文庫 1982） 
  ゴロヴニン「ロシア士官の見た徳川日本－続日本俘虜実記」（講談社学術文庫 1985） 
 ドイツ人 
  グスタフ・シュピース「シュピースのプロシア日本遠征記」（奥村書房 1934） 
  「第 1 回独逸遣日使節日本滞在記」－オイレンブルグ伯の書簡（日独文化協会訳 1940） 
  リヒトとホーフェン「支那(1)－支那と中央アジア」（岩波書店 1942） 
  フォン・ブラント「黎明日本」（刀江書房 1942） 
  「オイレンブルグ 日本遠征記 全 2 冊」（雄松堂出版 1961） 
  M・v・ブラント「ドイツ公使の見た明治維新」（新人物往来社 1987） 
  ラインホルト・ウェーゲナー「エルベ号艦長幕末記」（新人物往来社 1990） 
  シュリーマン「シュリーマン旅行記 清国・日本」（講談社学術文庫 1998） 
 スイス人 
  エメ・アンベール「幕末日本図絵 全 2 巻」（雄松堂出版 1969、1970） 
  R・リンダウ「スイス領事の見た幕末維新」（新人物往来社 1986） 
  エメ・アンベール「絵で見る幕末日本」（講談社学術文庫 2006） 
 イタリア人             
  V・F・アルミニヨン「イタリア使節の幕末見聞記」（新人物往来社 1987） 
 付記：上記の出版社中、「雄松堂出版」は合併で現在「雄松堂書店」になり、 
 「新人物往来社」は、現在「KADOKAWA 中経出版グランドカンパニ」に吸収合併されている。 
3） 宮本常一「イザベラ・バードの旅『日本奥地紀行を読む』」（講談社学術文庫 2014） 
4） 川合章子「ダイジェストでわかる外国人が見た幕末日本」（講談社 2011） 
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の王侯と礼賛している（『リヒトホーヘン』高山洋吉訳 慶応書房 1941）。 
A．フンボルトの親友、C．リッターが創立したベルリン地理学協会は、会長だったリヒトホーフェ
ンの生誕 150 年を記念して、1983 年 10 月 5～8 日、ベルリンの国立図書館において彼のシンポジウ
ムを挙行し、季刊誌 114 巻 2－3 号（1983）に、Albert Kolb（地理学者、元ハンブルク大学総長）の
「シナの研究者と教師としてのドイツ地理学者」、Alfred Schinz（ベルリン大学）による「リヒトホー
フェンの旅行以後における西安市の発展」などの論文が掲載された。 








緯が書かれている。こうして同年 8 月 3 日には日本号に乗船、8 月 26 日にはシナへの途中で懐かし
い横浜に上陸した。1860 年から 61 年にかけて、彼が始めて日本を訪れた時には、横浜には僅かの
家しかなかったが、全ての日本人が率直、誠実で、土地もまた文明の祝福に禍いされていなかった。
しかし、7 年後の横浜を見て、これほど粗悪に建てられた新しい都市を見たことがないと慨嘆して








愚生はボン大学で 2 年間（1955~57）リヒトホーヘンより数代後の後継者に相応しい偉大な C．ト
ロール先生（リヒトホーヘン・コロキウムも主催）に師事してきたのに、始祖の伝記的紹介を怠っ
てきた。それだけになお一層、上記両学友（上村、久保田両氏）に深甚なる謝意を表したい。 
